
(57)【要約】

【課題】　本発明は、縁取りがされた多色の筆記線等を

連続的に描くことが可能なマーキングペンを提供するこ

とを目的とする。

【解決手段】　少なくとも軸筒本体の先端から一部突出

して設けられたペン先を有する、

内側芯と外側芯からなるインキ誘導芯と、インキ貯蔵部

がペン先側領域に位置する第１インキ貯蔵部と、他端側

領域に位置する第２インキ貯蔵部とに２段に分離して設

けられた軸筒本体を有するマーキングペンであって、（

ｉ）第１インキ貯蔵部には第２インキ貯蔵部に貯蔵され

ているインキと異なる色のインキが貯蔵されており、（

ii）該インキ誘導芯は、そのペン先先端形状がチゼル型

で、ペン先先端部近傍から第１インキ貯蔵部を貫通する

部分が内側芯と外側芯に仕切られた二重構造であって、

更にその内側芯のみが第２インキ貯蔵部に延長して挿入

されており、（iii）外側芯は第１インキ貯蔵部からイ

ンキが供給され、内側芯は第２インキ貯蔵部からインキ

が供給される、ことを特徴とするマーキングペン。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 少 な く と も 軸 筒 本 体 の 先 端 か ら 一 部 突 出 し て 設 け ら れ た ペ ン 先 を 有 す る 、 内 側 芯 と 外 側
芯 か ら な る イ ン キ 誘 導 芯 と 、 イ ン キ 貯 蔵 部 が ペ ン 先 側 領 域 に 位 置 す る 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 と
他 端 側 領 域 に 位 置 す る 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 と に ２ 段 に 分 離 し て 設 け ら れ た 軸 筒 本 体 を 有 す る
マ ー キ ン グ ペ ン で あ っ て 、
（ ｉ ） 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 に は 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 に 貯 蔵 さ れ て い る イ ン キ と 異 な る 色 の イ ン
キ が 貯 蔵 さ れ て お り 、 （ ii） 該 イ ン キ 誘 導 芯 は 、 そ の ペ ン 先 先 端 形 状 が チ ゼ ル 型 で 、 ペ ン
先 先 端 部 近 傍 か ら 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 を 貫 通 す る 部 分 が 内 側 芯 と 外 側 芯 に 仕 切 ら れ た 二 重 構
造 で あ っ て 、 更 に そ の 内 側 芯 の み が 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 に 延 長 し て 挿 入 さ れ て お り 、
（ iii） 外 側 芯 は 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 か ら イ ン キ が 供 給 さ れ 、 内 側 芯 は 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 か
ら イ ン キ が 供 給 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る マ ー キ ン グ ペ ン 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 イ ン キ 誘 導 芯 の 二 重 構 造 部 分 の 内 側 芯 と 外 側 芯 と が 合 成 樹 脂 製 フ ィ ル ム に よ り 仕 切
ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の マ ー キ ン グ ペ ン 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 合 成 樹 脂 製 フ ィ ル ム が ポ リ ア セ タ ー ル 樹 脂 、 ア ク リ ル 樹 脂 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ
レ ー ト 樹 脂 、 及 び ポ リ プ ロ ピ レ ン 樹 脂 か ら 選 ば れ た 樹 脂 フ ィ ル ム で あ る 請 求 項 ２ に 記 載 の
マ ー キ ン グ ペ ン 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 イ ン キ 誘 導 芯 が 多 数 の 繊 維 状 物 を 収 束 し て 自 己 融 着 も し く は 接 着 剤 に よ り 部 分 的 に
接 着 し て 一 体 化 し 、 そ の 網 目 状 空 隙 を イ ン キ 流 路 と し て 形 成 す る 繊 維 体 で あ る 請 求 項 １ な
い し ３ の い ず れ か に 記 載 の マ ー キ ン グ ペ ン 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 チ ゼ ル 型 ペ ン 先 の 先 端 面 の 幅 が ２ ～ ８ ｍ ｍ で あ る 請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か に 記
載 の マ ー キ ン グ ペ ン 。
【 請 求 項 ６ 】
　 チ ゼ ル 型 ペ ン 先 の 先 端 面 が 内 側 芯 の 両 端 部 に 外 側 芯 が 配 置 さ れ て い る 構 造 で あ る 請 求 項
１ な い し ５ の い ず れ か に 記 載 の マ ー キ ン グ ペ ン 。
【 請 求 項 ７ 】
　 チ ゼ ル 型 ペ ン 先 の 先 端 面 が 内 側 芯 の 一 端 に 外 側 芯 が 配 置 さ れ て い る 構 造 で あ る 請 求 項 １
な い し ５ の い ず れ か に 記 載 の マ ー キ ン グ ペ ン 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 イ ン キ 誘 導 芯 の 内 側 芯 が 円 柱 形 状 で あ る 請 求 項 １ な い し ７ の い ず れ か に 記 載 の マ ー
キ ン グ ペ ン 。
【 請 求 項 ９ 】
　 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 及 び ／ 又 は 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 が イ ン キ 吸 蔵 体 に よ り イ ン キ を 貯 蔵 す る
方 式 で あ る こ と 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ８ の い ず れ か に 記 載 の マ ー キ ン グ ペ ン 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 と 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 と が 隔 壁 に よ り 分 離 さ れ て い る 構 造 で あ る こ と 特
徴 と す る 請 求 項 １ な い し ９ の い ず れ か に 記 載 の マ ー キ ン グ ペ ン 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 軸 筒 が 少 な く と も イ ン キ 誘 導 芯 の 保 持 部 と 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 を 有 す る 第 １ バ レ ル 、 第 ２
イ ン キ 貯 蔵 部 を 有 す る 第 ２ バ レ ル 、 及 び 前 記 隔 壁 を 形 成 す る 中 間 リ ン グ か ら 構 成 さ れ る こ
と 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の マ ー キ ン グ ペ ン 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 第 １ バ レ ル と 第 ２ バ レ ル と が は め 込 み 構 造 又 は ネ ジ 構 造 に よ り 一 体 構 造 と さ れ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の マ ー キ ン グ ペ ン 。
【 請 求 項 １ ３ 】

10

20

30

40

50

(2) JP 2005-297450 A 2005.10.27



　 軸 筒 が 少 な く と も イ ン キ 誘 導 芯 の 保 持 部 、 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 及 び 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 を 有
す る 軸 筒 本 体 、 前 記 隔 壁 を 形 成 構 成 す る 中 間 リ ン グ 、 並 び に 尾 栓 か ら 構 成 さ れ る こ と 特 徴
と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の マ ー キ ン グ ペ ン 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 及 び 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 の 貯 蔵 イ ン キ が 水 溶 性 イ ン キ で あ る こ と 特 徴 と
す る 請 求 項 １ な い し １ ３ の い ず れ か に 記 載 の マ ー キ ン グ ペ ン 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 と 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 の 貯 蔵 イ ン キ の 一 方 が 水 溶 性 イ ン キ で あ り 、 他 方
が 油 溶 性 イ ン キ で あ る こ と 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し １ ３ の い ず れ か に 記 載 の マ ー キ ン グ
ペ ン 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 一 回 の 線 引 き に よ り イ ン キ 誘 導 芯 の 内 側 芯 に よ る 色 彩 を 外 側 芯 に よ る 色 彩 で 帯 状 に 縁 取
り さ れ た 筆 跡 を 描 く こ と が 可 能 な 請 求 項 ６ に 記 載 の マ ー キ ン グ ペ ン 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 一 回 の 線 引 き に よ り イ ン キ 誘 導 芯 の 内 側 芯 に よ る 色 彩 と 外 側 芯 に よ る 色 彩 で 帯 状 に ２ 色
の 筆 跡 を 描 く こ と が 可 能 な 請 求 項 ７ に 記 載 の マ ー キ ン グ ペ ン 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 筆 記 具 用 多 色 マ ー キ ン グ ペ ン に 関 す る 。 更 に 詳 し く は 、 ２ つ の 異 な る 色 の イ
ン キ を ２ つ の イ ン キ 貯 蔵 部 に そ れ ぞ れ 貯 蔵 し て 、 一 回 の 線 引 き に よ り 一 方 の 色 を 他 方 の 色
で 帯 状 に 縁 取 り さ れ た 筆 跡 等 を 連 続 的 に 描 く こ と が で き る マ ー キ ン グ ペ ン に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 筆 記 具 用 イ ン キ は 、 安 定 な 単 一 色 相 を 呈 す る こ と が 必 要 と さ れ 、 筆 記 具 イ ン キ に
使 用 さ れ る 着 色 剤 は 、 単 独 あ る い は 数 種 の 顔 料 や 染 料 を 混 合 し て 調 色 さ れ て き た 。
　 一 方 、 マ ー キ ン グ ペ ン で 色 の 異 な る 描 線 を 引 く た め に 複 数 の ペ ン 先 を 備 え た も の も 存 在
す る 。
　 例 え ば 、 互 い に 異 色 の イ ン キ を 浸 透 す る 一 対 以 上 の イ ン キ 浸 透 部 よ り な る 浸 透 部 材 を 軸
筒 に 内 装 し 、 該 浸 透 部 材 の 前 記 イ ン キ 浸 透 部 に 嵌 入 し た そ れ ぞ れ の チ ッ プ の 先 端 を 導 出 し
て 軸 筒 の 先 端 に 並 設 し て な る マ ー キ ン グ ペ ン が 開 示 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
　 縦 方 向 に 毛 細 管 現 象 に よ り イ ン キ を 流 通 さ せ る 微 小 ス リ ッ ト を 貫 通 さ せ た 複 数 個 の 熱 可
塑 性 樹 脂 の 押 出 成 型 に よ っ て 得 た ペ ン 先 単 体 を 、 そ の 先 端 部 に お い て 相 互 に 密 着 さ せ て 一
体 化 し ペ ン 先 と し 、 そ れ ぞ れ の ペ ン 先 単 体 の 末 端 部 を 該 単 体 と 同 数 の イ ン キ 吸 蔵 体 を 区 画
壁 を 介 在 さ せ て 一 体 化 し た イ ン キ 筒 の 先 端 部 に 接 触 さ せ る こ と を 特 徴 す る 多 色 サ イ ン ペ ン
が 開 示 さ れ て い る （ 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 幅 広 描 線 用 ペ ン 先 部 と 、 幅 狭 描 線 用 ペ ン 先 部 と を 一 直 線 上 の 近 接 し た 位 置 に 並 設
し 、 且 つ 各 ペ ン 先 部 の 先 端 位 置 を 面 一 と な し 、 幅 広 描 線 用 ペ ン 先 部 と 幅 狭 描 線 用 ペ ン 先 部
に 夫 々 色 の 異 な る イ ン キ を 供 給 せ し め る こ と を 特 徴 と す る マ ー キ ン グ ペ ン 開 示 さ れ て い る
（ 特 許 文 献 ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 昭 ５ ５ － ２ ９ ２ ３ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 実 開 昭 ５ ６ － ５ ０ ６ ８ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 １ － ２ ５ ８ ９ ９ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 上 記 い ず れ の 先 行 技 術 も 、 ペ ン 先 の 先 端 で ペ ン 先 先 端 構 造 が 複 雑 で 、 製 造 工 程
も 多 く 、 更 に 筆 記 す る 際 の ペ ン 先 の 角 度 に よ り 単 色 と な っ た り 、 複 数 の 帯 状 の 色 の 描 線 と
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な っ た り 、 そ の 筆 記 線 が 一 定 し づ ら い と い う 不 都 合 が あ っ た 。
　 本 発 明 は 上 記 課 題 を 解 決 し て 、 １ 回 の 線 引 き に よ り 縁 取 り が さ れ た 多 色 の 筆 記 線 等 を 容
易 に 描 く こ と が 可 能 な マ ー キ ン グ ペ ン を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 者 ら は 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 鋭 意 検 討 し た 結 果 、 軸 筒 本 体 内 に イ ン キ 貯 蔵 部
を ２ 段 に 分 離 し て 設 け 、 イ ン キ 誘 導 芯 の ペ ン 先 先 端 部 近 傍 か ら ペ ン 先 側 の イ ン キ 貯 蔵 部 を
貫 通 す る 部 分 を 内 側 芯 と 外 側 芯 に 仕 切 ら れ た 二 重 構 造 と し 、 更 に そ の 内 側 芯 の み を 他 方 の
イ ン キ 貯 蔵 部 に 延 長 し て 挿 入 さ せ て 、 外 側 芯 は ペ ン 先 側 の イ ン キ 貯 蔵 部 か ら イ ン キ を 供 給
し 、 内 側 芯 は 他 方 の イ ン キ 貯 蔵 部 か ら イ ン キ を 供 給 す る マ ー キ ン グ ペ ン と す る こ と に よ り
、 １ 回 の 線 引 き に よ り 安 定 的 に 縁 取 り が さ れ た 多 色 の 筆 記 線 等 を 描 く こ と が 可 能 な こ と を
見 出 し 、 本 発 明 を 完 成 さ せ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 少 な く と も 軸 筒 本 体 の 先 端 か ら 一 部 突 出 し て 設 け ら れ た ペ ン 先 を
有 す る 、 内 側 芯 と 外 側 芯 か ら な る イ ン キ 誘 導 芯 と 、 イ ン キ 貯 蔵 部 が ペ ン 先 側 領 域 に 位 置 す
る 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 と 他 端 側 領 域 に 位 置 す る 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 と に ２ 段 に 分 離 し て 設 け ら
れ た 軸 筒 本 体 を 有 す る マ ー キ ン グ ペ ン で あ っ て 、
（ ｉ ） 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 に は 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 に 貯 蔵 さ れ て い る イ ン キ と 異 な る 色 の イ ン
キ が 貯 蔵 さ れ て お り 、 （ ii） 該 イ ン キ 誘 導 芯 は 、 そ の ペ ン 先 先 端 形 状 が チ ゼ ル 型 で 、 ペ ン
先 先 端 部 近 傍 か ら 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 を 貫 通 す る 部 分 が 内 側 芯 と 外 側 芯 に 仕 切 ら れ た 二 重 構
造 で あ っ て 、 更 に そ の 内 側 芯 の み が 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 に 延 長 し て 挿 入 さ れ て お り 、
（ iii） 外 側 芯 は 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 か ら イ ン キ が 供 給 さ れ 、 内 側 芯 は 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 か
ら イ ン キ が 供 給 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る マ ー キ ン グ ペ ン に 関 す る 発 明 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 更 に 下 記 の 態 様 と す る こ と が 好 ま し い 。
（ １ ） 前 記 イ ン キ 誘 導 芯 の 二 重 構 造 部 分 の 内 側 芯 と 外 側 芯 と が 合 成 樹 脂 製 フ ィ ル ム に よ り
仕 切 ら れ て い る こ と 、
（ ２ ） 前 記 合 成 樹 脂 製 フ ィ ル ム が ポ リ ア セ タ ー ル 樹 脂 、 ア ク リ ル 樹 脂 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ
フ タ レ ー ト 樹 脂 、 及 び ポ リ プ ロ ピ レ ン 樹 脂 か ら 選 ば れ た 樹 脂 フ ィ ル ム で あ る こ と 、
（ ３ ） 前 記 イ ン キ 誘 導 芯 が 多 数 の 繊 維 状 物 を 収 束 し て 自 己 融 着 も し く は 接 着 剤 に よ り 部 分
的 に 接 着 し て 一 体 化 し 、 そ の 網 目 状 空 隙 を イ ン キ 流 路 と し て 形 成 す る 繊 維 体 で あ る こ と 、
（ ４ ） 前 記 チ ゼ ル 型 ペ ン 先 の 先 端 面 の 幅 が ２ ～ ８ ｍ ｍ で あ る こ と 、
（ ５ ） チ ゼ ル 型 ペ ン 先 の 先 端 面 が 内 側 芯 の 両 端 部 に 外 側 芯 が 配 置 さ れ て い る 構 造 で あ る こ
と 、
（ ６ ） チ ゼ ル 型 ペ ン 先 の 先 端 面 が 内 側 芯 の 一 端 に 外 側 芯 が 配 置 さ れ て い る 構 造 で あ る こ と
、
（ ７ ） 前 記 イ ン キ 誘 導 芯 の 内 側 芯 が 円 柱 形 状 で あ る こ と 、
（ ８ ） 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 及 び ／ 又 は 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 が イ ン キ 吸 蔵 体 に よ り イ ン キ を 貯 蔵
す る 方 式 で あ る こ と 、
（ ９ ） 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 と 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 と が 隔 壁 に よ り 分 離 さ れ て い る 構 造 で あ る こ
と 、
（ １ ０ ） 軸 筒 が 少 な く と も イ ン キ 誘 導 芯 の 保 持 部 と 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 を 有 す る 第 １ バ レ ル
、 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 を 有 す る 第 ２ バ レ ル 、 及 び 前 記 隔 壁 を 形 成 す る 中 間 リ ン グ か ら 構 成 さ
れ る こ と 、
（ １ １ ） 前 記 （ １ ０ ） に お い て 第 １ バ レ ル と 第 ２ バ レ ル と が は め 込 み 構 造 又 は ネ ジ 構 造 に
よ り 一 体 構 造 と さ れ る こ と 、
（ １ ２ ） 軸 筒 が 少 な く と も イ ン キ 誘 導 芯 の 保 持 部 、 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 及 び 第 ２ イ ン キ 貯 蔵
部 を 有 す る 軸 筒 本 体 、 前 記 隔 壁 を 形 成 構 成 す る 中 間 リ ン グ 、 並 び に 尾 栓 か ら 構 成 さ れ る こ
と 、
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（ １ ３ ） 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 及 び 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 の 貯 蔵 イ ン キ が 水 溶 性 イ ン キ で あ る こ と
、
（ １ ４ ） 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 と 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 の 貯 蔵 イ ン キ の 一 方 が 水 溶 性 イ ン キ で あ り
、 他 方 が 油 溶 性 イ ン キ で あ る こ と 、
（ １ ５ ） 前 記 （ ５ ） に お い て 、 一 回 の 線 引 き に よ り イ ン キ 誘 導 芯 の 内 側 芯 に よ る 色 彩 を 外
側 芯 に よ る 色 彩 で 帯 状 に 縁 取 り さ れ た 筆 跡 を 描 く こ と が 可 能 な マ ー キ ン グ ペ ン で あ る こ と
、
（ １ ６ ） 前 記 （ ６ ） に お い て 、 一 回 の 線 引 き に よ り イ ン キ 誘 導 芯 の 内 側 芯 に よ る 色 彩 と 外
側 芯 に よ る 色 彩 で 帯 状 に ２ 色 の 筆 跡 を 描 く こ と が 可 能 な マ ー キ ン グ ペ ン で あ る こ と
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の マ ー キ ン グ は 、 構 造 が 比 較 的 簡 単 で あ り 、 ２ 色 の イ ン キ を 使 用 し て 、 １ 回 の 線
引 き に よ り 一 色 の 中 央 線 を 他 色 で 安 定 的 に 縁 取 り さ れ た 帯 状 の 筆 跡 等 を 連 続 的 に 容 易 に 描
く こ と が 可 能 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の マ ー キ ン グ ペ ン は 、 少 な く と も 軸 筒 本 体 の 先 端 か ら 一 部 突 出 し て 設 け ら れ た ペ
ン 先 を 有 す る 、 内 側 芯 と 外 側 芯 か ら な る イ ン キ 誘 導 芯 と 、 イ ン キ 貯 蔵 部 が ペ ン 先 側 領 域 に
位 置 す る 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 と 他 端 側 領 域 に 位 置 す る 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 と に ２ 段 に 分 離 し て
設 け ら れ た 軸 筒 本 体 を 有 す る マ ー キ ン グ ペ ン で あ っ て 、
（ ｉ ） 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 に は 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 に 貯 蔵 さ れ て い る イ ン キ と 異 な る 色 の イ ン
キ が 貯 蔵 さ れ て お り 、 （ ii） 該 イ ン キ 誘 導 芯 は 、 そ の ペ ン 先 先 端 形 状 が チ ゼ ル 型 で 、 ペ ン
先 先 端 部 近 傍 か ら 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 を 貫 通 す る 部 分 が 内 側 芯 と 外 側 芯 に 仕 切 ら れ た 二 重 構
造 で あ っ て 、 更 に そ の 内 側 芯 の み が 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 に 延 長 し て 挿 入 さ れ て お り 、
（ iii） 外 側 芯 は 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 か ら イ ン キ が 供 給 さ れ 、 内 側 芯 は 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 か
ら イ ン キ が 供 給 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 。
　 以 下 に 本 発 明 を 実 施 す る た め の 好 ま し い 態 様 を 図 １ と 図 ４ に 例 示 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ に 示 す マ ー キ ン グ ペ ン は 、 第 １ バ レ ル ３ と 第 ２ バ レ ル ４ か ら な る 軸 筒 本 体 、 イ ン キ
誘 導 芯 ２ 、 及 び 隔 壁 を 形 成 す る 中 間 リ ン グ ５ を 有 し て い る 。 第 １ バ レ ル ３ に は イ ン キ 誘 導
芯 保 持 部 １ ２ と 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 １ ０ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 第 ２ バ レ ル ４ に は 第 ２ イ
ン キ 貯 蔵 部 １ １ が 設 け ら れ て い る 。
　 イ ン キ の 貯 蔵 部 は 、 第 １ バ レ ル 内 の 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 １ ０ と 第 ２ バ レ ル 内 の 第 ２ イ ン キ
貯 蔵 部 １ １ の ２ 段 に 分 離 し て 設 け ら れ 、 そ れ ぞ れ 異 な る 色 の イ ン キ が 貯 蔵 さ れ て い る 。 第
１ バ レ ル 内 の 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 １ ０ と 第 ２ バ レ ル 内 の 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 １ １ は 、 隔 壁 を 形
成 す る 中 間 リ ン グ ５ に よ り 直 接 接 触 し な い よ う に さ れ て い る 。 イ ン キ 誘 導 芯 ２ は 、 ペ ン 先
先 端 部 近 傍 か ら 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 １ ０ を 貫 通 す る 部 分 が 内 側 芯 ８ と 外 側 芯 ７ と に 仕 切 り ９
で 仕 切 ら れ た 二 重 構 造 で 、 更 に そ の 内 側 芯 ８ の み が 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 に 延 長 し て 挿 入 さ れ
て い る 。 か か る 構 造 と す る こ と に よ り 、 内 側 芯 ８ に は 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 １ １ か ら イ ン キ が
供 給 さ れ 、 外 側 芯 ７ に は 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 １ ０ か ら イ ン キ が 供 給 さ れ る 。
　 こ の よ う な 構 造 の マ ー キ ン グ ペ ン は 、 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 の イ ン キ の 筆 跡 を 中 心 線 と し て
第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 の イ ン キ で 縁 取 り さ れ た 多 色 の 筆 記 線 等 を 連 続 的 に 描 く こ と が 可 能 に な
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ４ に 示 す マ ー キ ン グ ペ ン は 、 イ ン キ 誘 導 芯 保 持 部 １ ２ 、 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 １ ０ 、 及 び
第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 １ １ が 設 け ら れ た 軸 筒 本 体 １ ８ 、 イ ン キ 誘 導 芯 ２ 、 隔 壁 を 形 成 す る 中 間
リ ン グ ５ 、 並 び に 尾 栓 ６ を 有 し て い る 。
　 イ ン キ の 貯 蔵 部 は 、 図 １ に お け る と 同 様 に 軸 筒 本 体 １ ８ 内 の 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 １ ０ と 第
２ バ レ ル 内 の 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 １ １ の ２ 段 に 分 離 し て 設 け ら れ 、 そ れ ぞ れ 異 な る 色 の イ ン
キ が 貯 蔵 さ れ 、 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 １ ０ と 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 １ １ は 、 中 間 リ ン グ ５ に よ り 直
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接 接 触 し な い よ う に さ れ て い る 。 イ ン キ 誘 導 芯 ２ は 、 図 １ と 同 様 に 一 部 が 二 重 構 造 に な っ
て い る 。 か か る 構 造 と す る こ と に よ り 、 図 １ に お け る 場 合 と 同 様 に 内 側 芯 ８ に は 第 ２ イ ン
キ 貯 蔵 部 １ １ か ら イ ン キ が 供 給 さ れ 、 外 側 芯 ７ に は 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 １ ０ か ら イ ン キ が 供
給 さ れ る 。 こ の よ う な 構 造 の マ ー キ ン グ ペ ン は 、 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 の イ ン キ を 中 心 線 と し
て 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 の イ ン キ で 縁 取 り さ れ た 多 色 の 筆 記 線 等 を 連 続 的 に 描 く こ と が 可 能 に
な る 。
　 以 下 に 本 発 明 の マ ー キ ン グ ペ ン の 各 構 成 部 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
（ １ ） イ ン キ 誘 導 芯
　 本 発 明 の イ ン キ 誘 導 芯 は 、 軸 筒 本 体 の 先 端 か ら 一 部 突 出 し て 設 け ら れ た ペ ン 先 を 有 し て
い て 、 か つ そ の 一 部 が 内 側 芯 と 外 側 芯 に 仕 切 ら れ た 二 重 構 造 を 有 し て い る 。
　 イ ン キ 誘 導 芯 の ペ ン 先 先 端 形 状 は チ ゼ ル 型 で あ り 、 ペ ン 先 先 端 部 近 傍 か ら 第 １ イ ン キ 貯
蔵 部 を 貫 通 す る 部 分 が 内 側 芯 と 外 側 芯 と に 仕 切 ら れ た 二 重 構 造 で あ り 、 該 二 重 構 造 部 分 に
お い て は 、 内 側 芯 の イ ン キ と 外 側 芯 の イ ン キ が そ れ ぞ れ 仕 切 り を 通 過 で き な い 構 造 と な っ
て い る 。 ま た 、 更 に そ の 内 側 芯 の み が 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 に 延 長 し て 挿 入 さ れ て い る 。
　 従 っ て 、 そ の 外 側 芯 は 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 か ら イ ン キ を 供 給 さ れ 、 内 側 芯 は 第 ２ イ ン キ 貯
蔵 部 か ら イ ン キ を 供 給 さ れ る こ と に な る 。
　 イ ン キ 誘 導 芯 の 先 端 部 を 除 く 外 観 形 状 は 、 円 柱 状 で も 多 角 柱 状 で も 特 に 制 限 は な い が 、
そ の 内 側 芯 の 作 成 、 及 び 内 側 芯 と 外 側 芯 と の 仕 切 り の 加 工 等 を 考 慮 す る と 、 内 側 芯 は 円 柱
形 状 が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 イ ン キ 誘 導 芯 は 、 そ の ペ ン 先 先 端 形 状 が チ ゼ ル 型 で あ る 。 該 チ ゼ ル 型 と は 一 般 的 に 溝 を
掘 る 工 具 で あ る の み の 先 端 形 状 を い う が 、 本 発 明 に お け る チ ゼ ル 型 は 、 イ ン キ 誘 導 芯 先 端
部 の 相 対 す る 面 が 両 面 側 か ら 先 端 に 向 か っ て テ ー パ ー 状 に 先 細 り に な っ て い る 形 状 と す る
の が 好 ま し い 。
　 チ ゼ ル 型 ペ ン 先 の 先 端 面 （ 筆 記 す る 面 ） は 、 長 手 方 向 に 内 側 芯 の 両 端 部 に 外 側 芯 が 配 置
さ れ て い る 構 造 と す る こ と が 望 ま し い 。 か か る 構 造 と す る こ と に よ り 、 一 回 の 線 引 き に よ
り イ ン キ 誘 導 芯 の 内 側 芯 に よ る 色 彩 を 外 側 芯 に よ る 色 彩 で 帯 状 に 縁 取 り さ れ た 筆 跡 を 描 く
こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 前 記 内 側 芯 の 両 端 部 に 外 側 芯 が 配 置 さ れ て い る 構 造 に お け る 一
端 部 の 外 側 芯 を 欠 落 さ せ た 構 造 で あ る 、 チ ゼ ル 型 ペ ン 先 の 先 端 面 が 内 側 芯 の 一 端 に 外 側 芯
が 配 置 さ れ て い る 構 造 と す る こ と も 可 能 で あ る 。 か か る 構 造 と す る こ と に よ り 、 １ 回 の 線
引 き に よ り イ ン キ 誘 導 芯 の 内 側 芯 に よ る 色 彩 と 外 側 芯 に よ る 色 彩 で 帯 状 に ２ 色 の 筆 跡 を 描
く こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ペ ン 先 先 端 の 長 手 方 向 の 幅 は 特 に 制 限 は な い が 、 ２ ～ ８ ｍ ｍ 程 度 が 好 ま し い 。
　 ペ ン 先 先 端 は 、 図 １ の ペ ン 先 に 示 さ れ て い る よ う に そ の 先 端 側 を 斜 め に 研 削 し て 、 先 端
傾 斜 面 と す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 先 端 傾 斜 面 は 先 端 側 を 軸 径 方 向 に 対 す る 傾 斜 角 度 を
好 ま し く は ０ ～ ４ ０ 度 、 特 に 好 ま し く は ３ ０ ～ ３ ５ 度 と す る こ と が で き る 。 ま た 、 ペ ン 先
先 端 は 図 ４ に 示 す ペ ン 先 先 端 の よ う に 、 外 側 を 面 取 り す る こ と も で き る 。 こ の 面 取 り さ れ
る 外 側 芯 の 先 端 面 の 幅 は 、 特 に 制 限 は な い が ０ ． ２ 以 上 ２ ｍ ｍ 未 満 と す る こ と が で き る 。
　 内 側 芯 と 外 側 芯 か ら 形 成 さ れ る 二 重 構 造 部 分 に お け る 仕 切 り は 、 内 側 芯 の イ ン キ が 外 側
芯 側 へ 、 ま た 外 側 芯 側 の イ ン キ が 内 側 芯 側 へ 通 過 し な い 構 造 で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ る も の
で は な い が 、 使 用 す る イ ン キ が 水 溶 性 イ ン キ ま た は 油 溶 性 イ ン キ の 場 合 、 こ れ ら の イ ン キ
に 使 用 す る 溶 剤 に 対 し 、 耐 溶 剤 性 を 有 す る も の で あ る こ と が 好 ま し い 。
　 仕 切 り と し て 、 例 え ば 内 側 芯 と 外 側 芯 と を 合 成 樹 脂 製 の フ ィ ル ム を 使 用 す る こ と が 可 能
で あ り 、 か か る 合 成 樹 脂 製 フ ィ ル ム と し て は 、 加 工 性 等 を 考 慮 す る と ポ リ ア セ タ ー ル 樹 脂
、 ア ク リ ル 樹 脂 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 樹 脂 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 樹 脂 か ら 選 ば れ る 樹
脂 フ ィ ル ム を 例 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 該 仕 切 り に 使 用 す る フ ィ ル ム の 厚 み は 、 ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ３ ０ ｍ ｍ が 好 ま し く 、 ０ ． ０ ５
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～ ０ ． １ ５ ｍ ｍ が 特 に 好 ま し い 。 ま た 、 内 側 芯 を 囲 む 形 状 の 外 側 芯 の 厚 み は 、 特 に 制 限 は
な く 、 目 的 と す る 縁 取 り 筆 跡 に よ り 任 意 に 選 択 す る こ と が 可 能 で あ る が ペ ン 先 先 端 に お い
て ０ ． ２ ～ ２ ｍ ｍ 程 度 と す る こ と が 好 ま し い 。 外 側 芯 の 厚 み が こ の 範 囲 を 超 え る 場 合 に は
、 ペ ン 先 を テ ー パ ー 状 に 削 り 、 前 記 厚 み に す る こ と も で き る 。
　 尚 、 水 溶 性 イ ン キ と 油 溶 性 イ ン キ の そ れ ぞ れ に 個 々 に 耐 溶 剤 性 を 有 す る ポ リ エ ス テ ル 系
繊 維 、 ポ リ ア ミ ド 系 繊 維 等 か ら な る イ ン キ 誘 導 芯 で あ っ て も 、 水 溶 性 イ ン キ と 油 溶 性 イ ン
キ の 混 合 液 に 浸 漬 す る と 耐 溶 剤 性 が 著 し く 低 下 す る 場 合 が あ る の で 、 上 記 仕 切 り を 設 け る
こ と に よ り 、 こ の よ う な 不 都 合 を 回 避 す る こ と が で き る 。
　 イ ン キ 誘 導 芯 は 、 内 側 芯 及 び 外 側 芯 共 に 多 数 の 繊 維 状 物 を 収 束 し て 自 己 融 着 も し く は 接
着 剤 に よ り 部 分 的 に 接 着 し て 一 体 化 し 、 そ の 網 目 状 空 隙 を イ ン キ 流 路 と し て 形 成 す る 繊 維
体 で あ る こ と が 望 ま し く 、 公 知 の イ ン キ 誘 導 芯 も 使 用 で き る 。 例 え ば 、 特 公 昭 ５ ３ － １ ６
７ ３ ６ 号 公 報 に 開 示 さ れ て い る 繊 維 束 ペ ン 先 の 製 造 方 法 に よ り 作 製 す る こ と が で き る 。 前
記 繊 維 状 物 と し て は 、 ポ リ エ ス テ ル 系 繊 維 、 又 は ポ リ ア ミ ド 系 繊 維 の 使 用 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
（ ２ ） 軸 筒 本 体
　 軸 筒 本 体 は 、 図 １ に 示 す よ う に 第 １ バ レ ル ３ と 第 ２ バ レ ル ４ と に 分 離 し た 構 造 と す る こ
と が 可 能 で あ り 、 ま た 図 ４ に 示 す よ う に 一 体 構 造 １ ８ と す る こ と も 可 能 で あ る 。
　 軸 筒 本 体 の 主 な 機 能 は 、 イ ン キ 誘 導 芯 の 保 持 と 、 イ ン キ の 貯 蔵 で あ る 。
　 軸 筒 本 体 内 に は 、 異 な る 色 の イ ン キ が 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 １ ０ と 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 １ １ に
互 い に 接 触 し な い よ う に 、 二 段 に 分 け て そ れ ぞ れ 貯 蔵 さ れ て い る 。 尚 、 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部
１ ０ と 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 １ １ と の 直 接 の 接 触 を 避 け る た め に 、 こ れ ら の 間 に 隔 壁 を 設 け る
の が 望 ま し い 。 こ の よ う な 隔 壁 は 軸 筒 本 体 形 状 の 一 部 と し て 設 け る こ と も で き る が 、 ま た
図 １ 又 は 図 ４ に 示 す よ う に 、 軸 筒 本 体 と は 独 立 し た 構 造 で あ る 中 間 リ ン グ と す る こ と も 可
能 で あ る 。
　 軸 筒 本 体 を 一 体 構 造 １ ８ と す る か 、 ２ つ の バ レ ル ３ 、 ４ か ら な る 分 離 し た 構 造 と す る か
に よ り 、 イ ン キ 貯 蔵 体 等 の 挿 入 方 法 が 異 な っ て く る 。
　 図 １ に 示 す よ う に 軸 筒 本 体 が ２ つ の バ レ ル ３ 、 ４ か ら な る 構 造 の 場 合 に は 、 例 え ば 、 こ
れ ら の バ レ ル を 分 離 し た 状 態 で 第 １ バ レ ル ３ に イ ン キ 誘 導 芯 ２ と 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 １ ０ を
挿 入 し 、 第 ２ バ レ ル ４ に 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 １ １ と 中 間 リ ン グ ５ を 挿 入 し た 後 に 、 第 １ バ レ
ル ３ に 第 ２ バ レ ル ４ を は め 込 む 。 尚 、 イ ン キ 誘 導 芯 ２ は 、 第 １ バ レ ル ３ に 第 ２ バ レ ル ４ を
は め 込 む 前 後 で も 挿 入 す る こ と は 可 能 で あ る 。
　 ま た 、 図 ４ に 示 す 軸 筒 本 体 が 一 体 型 １ ８ の 場 合 に は 、 尾 栓 側 の 開 口 部 か ら 第 １ イ ン キ 貯
蔵 部 １ ０ 、 中 間 リ ン グ ５ 、 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 １ １ の 順 に 軸 筒 本 体 に 挿 入 す れ ば よ い 。 尚 、
イ ン キ 誘 導 芯 の は め 込 み は 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 １ ０ の 挿 入 前 で も よ く 、 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 １
１ を 挿 入 し た 後 で も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 イ ン キ 誘 導 芯 の 内 側 芯 ８ は 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 １ １ 内 に 少 な く と も ３ ｍ ｍ 以 上 、 好 ま し く
は ５ ｍ ｍ 以 上 挿 入 す る の が 望 ま し い 。
　 軸 筒 本 体 に 設 け ら れ た イ ン キ 誘 導 芯 保 持 部 １ ２ に お け る イ ン キ 誘 導 芯 の 位 置 決 め は 、 図
４ に 示 す よ う に イ ン キ 誘 導 芯 保 持 部 １ ２ に 段 差 構 造 を 設 け る こ と が で き 、 図 １ に お い て は
イ ン キ 誘 導 芯 保 持 部 １ ２ 又 は 中 間 リ ン グ ５ に テ ー パ ー 形 状 部 分 を 設 け て イ ン キ 誘 導 芯 を 保
持 す る こ と が で き る 。
　 尚 、 中 間 リ ン グ ５ の 位 置 決 め を す る た め に 、 図 １ に お け る よ う に 第 ２ バ レ ル ４ に 溝 を 設
け た り 、 図 ４ に 示 す よ う に 軸 筒 本 体 の 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 １ ０ 側 に 段 差 を 設 け る 構 造 と す る
こ と が で き る 。 第 １ バ レ ル ３ と 第 ２ バ レ ル ４ と の 接 続 は 、 特 に 制 限 は な い が は め 込 み 構 造
又 は ネ ジ 構 造 に よ り 一 体 化 さ れ る 構 成 と す る こ と が で き る 。
　 本 発 明 で 使 用 す る 軸 筒 本 体 の 外 観 形 状 は 、 特 に 制 限 を 受 け る も の で は な く 公 知 の マ ー キ
ン グ ペ ン の 外 観 形 状 で も よ く 、 ま た そ の 材 料 も 特 に 制 限 を 受 け る も の で は な く 公 知 の も の
を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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（ ２ － １ ） 中 間 リ ン グ
　 本 発 明 の 軸 筒 本 体 内 に は 、 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 と 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 と の 接 触 を 避 け る た め
に 、 図 １ 又 は 図 ４ に 示 す よ う な 中 間 リ ン グ ５ を 設 け る こ と が で き る 。
　 図 １ に 示 す 中 間 リ ン グ ５ の 具 体 例 を 図 ２ と 図 ３ に 示 す 。 中 間 リ ン グ ５ に は 第 １ イ ン キ 貯
蔵 部 １ ０ と 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 １ １ に 向 け て 突 起 １ ５ を 設 け て 、 こ れ ら の イ ン キ の 接 触 を 防
止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 中 間 リ ン グ ５ に は 通 気 孔 １ ６ を 設 け て 第 １ バ レ ル ３ 内 と 第 ２
バ レ ル ４ 内 の 圧 力 を 均 一 に 保 つ こ と が 望 ま し い 。 図 ４ に 示 す 中 間 リ ン グ ５ の 場 合 に は 例 え
ば 、 図 １ と 同 様 の 突 起 を 設 け て 、 イ ン キ 誘 導 芯 の 内 側 芯 が 貫 通 す る 部 分 の 孔 径 を 大 き く し
て 、 通 気 孔 と す る こ と が で き る 。
（ ２ － ２ ） 尾 栓
　 図 ４ に 示 す 態 様 の よ う に 軸 筒 本 体 が 一 体 構 造 １ ８ の 場 合 に は 、 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 １ ０ 、
第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 １ １ 、 及 び 中 間 リ ン グ ５ を 挿 入 す る た め に 、 ペ ン 先 側 と 相 対 す る 端 部 に
開 口 部 を 設 け る 必 要 が あ る 。 該 開 口 部 は 、 前 記 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 １ ０ 等 を 挿 入 後 尾 栓 ６ が
は め 込 ま れ る 。
（ ２ － ３ ） キ ャ ッ プ
　 マ ー キ ン グ ペ ン は 、 不 使 用 時 に イ ン キ 誘 導 芯 か ら イ ン キ の 溶 剤 等 が 蒸 発 す る の を 防 止 す
る た め に キ ャ ッ プ １ ４ を は め 込 ん で お く こ と が 望 ま し い 。 該 キ ャ ッ プ の 形 状 は 特 に 制 限 は
な く 、 公 知 の も の も 使 用 可 能 で あ る 。 図 １ と 図 ４ に キ ャ ッ プ の 具 体 例 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
（ ３ ） イ ン キ 貯 蔵 部
　 本 発 明 に お い て 、 イ ン キ 貯 蔵 部 は 、 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 と 、 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 の ２ 段 に 分
離 し て 設 け ら れ る 。 イ ン キ 貯 蔵 部 に お け る イ ン キ 貯 蔵 は 、 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 と 第 ２ イ ン キ
貯 蔵 部 に お い て イ ン キ 吸 蔵 体 方 式 が 好 ま し い 。
　 イ ン キ 吸 蔵 体 方 式 を 用 い る 場 合 に は 、 軸 筒 本 体 に 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 と 及 び 第 ２ イ ン キ 貯
蔵 部 を 挿 入 す る 前 に イ ン キ を 吸 蔵 さ せ る か 、 又 は こ れ ら の イ ン キ 貯 蔵 部 を 軸 筒 本 体 に 挿 入
後 に イ ン キ を 吸 蔵 さ せ て も よ い 。 イ ン キ 吸 蔵 体 方 式 は 、 例 え ば 、 公 知 の ポ リ エ チ レ ン テ レ
フ タ レ ー ト 、 ポ リ ア ク リ ロ ニ ト リ ル 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 等 の 繊 維 を フ ィ ル ム 巻 き 、 コ ー テ ィ
ン グ 、 自 己 溶 着 、 硬 化 剤 固 定 、 繊 維 絡 み 合 い 等 の 方 式 で イ ン キ 吸 蔵 体 を 形 成 し て 、 後 述 す
る イ ン キ 貯 蔵 容 器 内 等 に 装 着 し 、 イ ン キ を こ れ ら の 吸 蔵 体 に 吸 蔵 さ せ る 方 式 で あ る 。
尚 、 イ ン キ 貯 蔵 容 器 部 は 、 例 え ば 、 特 公 昭 ５ ０ － ３ ７ ５ ７ １ 号 公 報 に 開 示 さ れ て い る よ う
な 公 知 の 方 法 に よ り 作 製 す る こ と が で き る 。
　 イ ン キ 貯 蔵 部 は 、 そ の 外 側 円 周 部 を 熱 可 塑 性 樹 脂 、 例 え ば ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ プ ロ ピ レ
ン 等 の シ ー ト ・ フ ィ ル ム で 作 製 し た イ ン キ 貯 蔵 容 器 で 覆 う こ と が で き る 。
　 イ ン キ 貯 蔵 部 に 貯 蔵 す る イ ン キ は 、 油 溶 性 イ ン キ と 水 溶 性 イ ン キ の い ず れ も 使 用 が 可 能
で あ る 。 前 記 水 溶 性 染 料 と し て は 、 酸 性 染 料 、 塩 基 性 染 料 、 直 接 染 料 等 を 例 示 す る こ と が
で き る 。 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 及 び 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 に 貯 蔵 さ れ て い る イ ン キ と し て 共 に 水 溶
性 イ ン キ を 使 用 す る と 油 溶 性 イ ン キ の 場 合 と 異 な り 、 有 機 溶 剤 臭 の 問 題 を 生 じ な い 。 ま た
、 縁 取 り の 色 合 等 を 考 慮 し て 、 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 と 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 に 貯 蔵 さ れ て い る イ
ン キ の 一 方 を 水 溶 性 イ ン キ と し 他 方 を 油 性 イ ン キ と す る こ と も 可 能 で あ り 、 ま た 双 方 の イ
ン キ を 油 溶 性 イ ン キ と す る こ と も 可 能 で あ る 。
　 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 と 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 の そ れ ぞ れ の イ ン キ の 貯 蔵 量 は 、 ペ ン 先 先 端 部 の
筆 記 線 を 描 く 紙 等 と の 内 側 芯 と 外 側 芯 の 接 触 面 積 の 割 合 に よ る 消 費 量 等 に よ っ て 適 宜 決 め
る こ と が で き る が 、 一 方 の イ ン キ を 使 い 切 る と き に ほ ぼ 同 時 期 に 他 方 の イ ン キ も 使 い 切 る
よ う な 割 合 と す る の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 し た 本 発 明 の マ ー キ ン グ を 用 い る と 、 １ 回 の 線 引 き に よ り 内 側 芯 で 描 か れ る 中 央 線
を 外 側 芯 で 描 か れ る 色 で 安 定 的 に 縁 取 り さ れ た 帯 状 の 筆 記 線 又 は 、 イ ン キ 誘 導 芯 の 内 側 芯
に よ る 色 彩 と 外 側 芯 に よ る 色 彩 で 帯 状 に ２ 色 の 筆 跡 等 を 連 続 的 に 確 実 に 描 く こ と が 可 能 で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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　 次 に 本 願 発 明 の マ ー キ ン グ ペ ン の 具 体 的 な 使 用 例 を 以 下 に 示 す 。
　 尚 、 本 願 発 明 の マ ー キ ン グ ペ ン は 、 こ れ ら の 態 様 に 何 ら 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
１ ． マ ー キ ン グ ペ ン の 作 製
　 図 １ に 示 す 構 成 の マ ー キ ン グ ペ ン を 作 製 し た 。 各 構 成 部 の 詳 細 は 下 記 の 通 り で あ る 。
（ １ ） 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 の イ ン キ
　 青 色 の 油 溶 性 染 料 （ 保 土 ヶ 谷 化 学 （ 株 ） 製 、 商 品 名 ： SPT　 Blue　 GLSH） 0.9０ 質 量 ％ 、
２ － フ ェ ノ キ シ エ タ ノ ー ル 87.1質 量 ％ 、 ベ ン ジ ル ア ル コ ー ル 12.0質 量 ％ か ら な る 油 溶 性 イ
ン キ 液 を 調 製 し た 。
（ ２ ） 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 の イ ン キ
　 黄 色 の 水 溶 性 染 料 （ バ イ エ ル 社 製 、 商 品 名 ： pyranin） 2質 量 ％ 、 蒸 留 水 87.5質 量 ％ 、 プ
ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル 10.0質 量 ％ 、 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 0.1質 量 ％ 、 ベ ン ゾ イ ソ チ ア ゾ リ ン 系
防 腐 剤 0.4質 量 ％ か ら な る 水 溶 性 イ ン キ 液 を 調 製 し た 。
（ ３ ） イ ン キ の 貯 蔵
　 イ ン キ 吸 蔵 体 は 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 繊 維 よ り 作 製 さ れ た も の で あ る 。
　 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 ： 油 溶 性 イ ン キ 吸 蔵 体 、 長 さ ２ ０ ｍ ｍ × 直 径 ２ ０ ｍ ｍ 、 Filtrona　 Fi
lter　 GmbH製
　 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 ： 水 溶 性 イ ン キ 吸 蔵 体 、 長 さ ６ ７ ｍ ｍ × 直 径 ２ ０ ｍ ｍ 、 Filtrona　 Fi
lter　 GmbH製
　 前 記 油 溶 性 イ ン キ 液 ０ ． ９ ｍ ｌ と 水 溶 性 イ ン キ 液 ７ ． ５ ｍ ｌ を そ れ ぞ れ 第 １ イ ン キ 貯 蔵
部 と 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 の 吸 蔵 体 に 吸 蔵 さ せ た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
（ ４ ） イ ン キ 誘 導 芯
　 使 用 し た イ ン キ 誘 導 芯 の チ ゼ ル 型 ペ ン 先 幅 は ７ ｍ ｍ で あ り 、 イ ン キ 誘 導 芯 は 、 ポ リ エ チ
レ ン テ レ フ タ レ ー ト 繊 維 体 よ り 作 製 さ れ た も の で あ る （ テ イ ボ ウ 販 売 （ 株 ） 製 ） 。
　 内 側 芯 ： 円 柱 状 、 直 径 ３ ． ５ ｍ ｍ 、 長 さ ６ ７ ｍ ｍ
　 外 側 芯 ： 厚 み １ ． ７ ５ ｍ ｍ 、 長 さ ４ ４ ｍ ｍ
　 仕 切 り の フ ィ ル ム ： ポ リ ア セ タ ー ル 製 、 厚 み ０ ． １ ｍ ｍ 、 長 さ ４ ３ ｍ ｍ
２ ． 筆 記 線
　 上 記 マ ー キ ン グ ペ ン を 使 用 し て 筆 記 線 を 描 い た 。 黄 色 が 帯 状 に 青 色 な い し 緑 色 で 縁 取 り
さ れ た 多 色 の 筆 記 線 を 連 続 的 に 描 く こ と が で き た 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
１ ． マ ー キ ン グ ペ ン の 作 製
　 図 １ に 示 す 構 成 の マ ー キ ン グ ペ ン を 作 製 し た 。 各 構 成 部 の 詳 細 は 下 記 の 通 り で あ る 。
（ １ ） 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 の イ ン キ
　 桃 色 の 蛍 光 分 散 顔 料 水 溶 性 イ ン キ （ 日 本 蛍 光 化 学 （ 株 ） 製 、 商 品 名 ： ル ミ コ ー ル Ｎ Ｋ Ｗ
３ ０ ０ ７ ）
（ ２ ） 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 の イ ン キ
　 黄 色 の 蛍 光 分 散 顔 料 水 溶 性 イ ン キ （ 日 本 蛍 光 化 学 （ 株 ） 製 、 商 品 名 ： ル ミ コ ー ル Ｎ Ｋ Ｗ
３ ０ ０ ５ ）
（ ３ ） イ ン キ の 貯 蔵
　 イ ン キ 吸 蔵 体 は ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 繊 維 よ り 作 製 さ れ た も の で あ る 。
　 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部 ： 水 溶 性 桃 色 イ ン キ 吸 蔵 体 、 長 さ ２ ０ ｍ ｍ × 直 径 ２ ０ ｍ ｍ 、 Filtrona
　 Filter　 GmbH製
　 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 ： 水 溶 性 黄 色 イ ン キ 吸 蔵 体 、 長 さ ６ ７ ｍ ｍ × 直 径 ２ ０ ｍ ｍ 、 Filtrona
　 Filter　 GmbH製
　 前 記 水 溶 性 桃 色 イ ン キ 液 ０ ． ９ ｍ ｌ と 水 溶 性 黄 色 イ ン キ 液 ７ ． ５ ｍ ｌ を そ れ ぞ れ 第 １ イ
ン キ 貯 蔵 部 と 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部 の 吸 蔵 体 に 吸 蔵 さ せ た 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
（ ４ ） イ ン キ 誘 導 芯
　 使 用 し た イ ン キ 誘 導 芯 の チ ゼ ル 型 ペ ン 先 幅 は ５ ｍ ｍ で あ り 、 イ ン キ 誘 導 芯 は 、 ポ リ エ チ
レ ン テ レ フ タ レ ー ト 繊 維 体 よ り 作 製 さ れ た も の で あ る （ テ イ ボ ウ 販 売 （ 株 ） 製 ） 。
　 内 側 芯 ： 円 柱 状 、 直 径 ３ ． ５ ｍ ｍ 、 長 さ ６ ７ ｍ ｍ
　 外 側 芯 ： 厚 み １ ． ７ ５ ｍ ｍ （ ペ ン 先 先 端 部 の 厚 み が ０ ． ７ ５ ｍ ｍ と な る よ う に 先 端 部 の
両 外 側 を 面 取 り し た ） 、 長 さ ４ ４ ｍ ｍ
　 仕 切 り の フ ィ ル ム ： ポ リ ア セ タ ー ル 製 、 厚 み ０ ． １ ｍ ｍ 、 長 さ ４ ３ ｍ ｍ
２ ． 筆 記 線
　 上 記 マ ー キ ン グ ペ ン を 使 用 し て 筆 記 線 を 描 い た 。 黄 色 が 細 い 帯 状 に 桃 色 な い し 橙 色 で 縁
取 り さ れ た 多 色 の 筆 記 線 を 連 続 的 に 描 く こ と が で き た 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 の マ ー キ ン グ ペ ン は 広 く 筆 記 用 具 と し て 使 用 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 軸 筒 本 体 が 第 １ バ レ ル と 第 ２ バ レ ル か ら な る マ ー キ ン グ ペ ン の 断 面 図 。
【 図 ２ 】 図 １ に お け る 中 間 リ ン グ 断 面 図
【 図 ３ 】 図 １ に お け る 中 間 リ ン グ の 側 面 図
【 図 ４ 】 軸 筒 本 体 が 一 体 型 の マ ー キ ン グ ペ ン の 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
１ 　 軸 筒
２ 　 イ ン キ 誘 導 芯
３ 　 第 １ バ レ ル
４ 　 第 ２ バ レ ル
５ 　 中 間 リ ン グ
６ 　 尾 栓
７ 　 外 側 芯
８ 　 内 側 芯
９ 　 仕 切 り
１ ０ 　 第 １ イ ン キ 貯 蔵 部
１ １ 　 第 ２ イ ン キ 貯 蔵 部
１ ２ 　 イ ン キ 誘 導 芯 保 持 部
１ ３ 　 突 起
１ ４ 　 キ ャ ッ プ
１ ５ 　 突 起
１ ６ 　 通 気 孔
１ ７ 　 突 起
１ ８ 　 軸 筒 本 体
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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